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１． はじめに 
名古屋圏道路ネットワークでは,都市圏内の需要

交通又は通過交通を受け持つ都市内高速道路として

名古屋高速道路がその大きな役割を担っている.名
古屋高速道路では,交通量の増加等に伴い,基本的に

舗装路線の損傷が著しい路線において,過年度に 6
回の短期間で集中的に行った大規模補修工事（以下,
集中工事と呼ぶ）を実施してきた.その内訳は,車線

規制工事が 3 回（H5,H６,H12）,通行止め工事が３

回（H8,H13,H14）である. 
名古屋高速道路を直接的に運営,管理している名

古屋高速道路公社では,過去の集中工事の実績を踏

まえ,円滑な集中工事運営を行うため,集中工事の検

討委員会を設置している.検討委員会で検討された

論点及び実施された調査 1)-3)として,以下 4 項目が挙

げられる. 
・広報活動の検討（期間や時期,箇所） 
・交通影響推計方法の検討（推計手法） 
・交通実態調査（交通量調査,走行調査） 
・アンケート調査（利用者の意識調査） 
 本研究では,名古屋高速道路公社の協力を得て,上
記の 4 項目目のアンケート調査結果を用いて,集中

工事に関する利用者の意識調査結果を考察する.さ
らに,将来的に実施される集中工事における道路交

通状態の検討をするため利用者均衡配分を用いて,
様々な集中工事実施時の道路交通状況の評価を考察

する. 

２．名古屋高速道路の集中工事実施概要 
本研究で対象とする名古屋高速道路において実施

された集中工事は,平成 14 年 11 月 9 日(土)から 6 日

間,東名阪自動車道へ接続する名古屋西 JCT から東

へ延長約 10ｋｍの区間で実施された事例である．詳

細は以下のとおりである. 
・工事内容：終日通行止補修工事 
・工事期間：H14 年 11 月 9 日 0 時～14 日 12 時 
・工事区間：名古屋西JCT～吹上東出口（上り線） 

・通行止区間：名古屋西JCT～丸田町JCT（上り線）,

新洲崎JCT北渡り 

・車線規制区間：丸田町JCT～吹上東JCT（上り線） 

・閉鎖する出入口：千音寺入口・烏森出口・黄金入

口・白川出口（工事期間終日）吹上東出口（11月 9

日 0時～11月 10日 24時） 
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３．集中工事に関する利用者の意識調査結果の考察 
（１） 調査概要 
 日頃都市高速を利用している利用者の集中工事時

の交通行動を以下のように調査した. 
配布日時：H14.11.17(日) 10 時～16 時 

H14.11.19(火)  10 時～16 時 
配布地点：集約料金所(千音寺・楠・星崎) 

工事区間内の料金所(黄金・烏森・白川) 
配布方法：料金収受員による配布 
回収率：配布枚数約 40,000 枚に対し 10.8％ 
アンケート回答者の利用行動目的別の割合を図－

２に示す．これによると商談・打ち合わせ及び出勤,
貨物輸送の比率が高く,職務で日常的に通行してい

る利用者が多いことが分かる． 
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に集中工事を認知できる媒体が大きな役割を果たし

ている.ドライバーの認知度については,集中工事実

施の日時,工事区間に関するものは高いが,終日通行

止区間や通行止出入口などの具体的な道路ネットワ

ークの状況に関するものは 50％を下回っている.こ
うしたドライバーの交通行動が,必然と他の高速道

路及びその周辺の一般街路へ影響を及ぼすため,集
中工事実施時の道路交通状況に大きな影響を及ぼす

と考えられる. 
集中工事に関する利用者の意識に関する質問とし

て,No.7,8 が挙げられる.工事期間を長くして車線規

制を行う方法に比べ,従来から実施されている通行

止めにして短期間で行う方法が利用者に望まれてい

るが,ドライバーの工事による支障度合いは大きく

なっている. 
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集中工事期間中の利用者の交通行動に関する質問

として,No.12,13,14,15 が挙げられる.図-3 に示すと

おり名古屋高速は都市内高速道路であることから,
名古屋市内の内内トリップの割合が大きい.No.13
に関しては,集中工事時の道路交通状況の評価に最

も大きな影響を及ぼすと考えられることから,次節

で分析していく.No.14,15 の結果については,次章で

説明する交通実態調査に反映されていると考えられ

る
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２） 調査結果と考察 
調査を行った 16 項目について,その単純集計結果

表－1 に示す． 
日常における利用状況に関する質問とし

,No.1,2 が挙げられ,集中工事実施時の利用状況に

する質問として,No.9,10,11 が挙げられる.日常時

おける利用状況は,平日では曜日による大きな差

なく,土日では平日を下回っており,集中工事実施

においても同様の傾向である.また,集中工事実施

に利用する予定があったと回答している人が

0%以上あり,この回答からも職務などで日常的に

行している利用者が多いことが分かる. 
集中工事の広報活動に関する質問として , 
o.3,4,5,6 が挙げられる.ドライバーへの周知媒体

ついて,横断幕・垂れ幕,ラジオ CM などの運転中

図－２ アンケート回答者の利用行動目的別の割合 
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表-1 H14 年度アンケート単純集計結果 
 

回答結果（全回答者）

1 名古屋高速の利用頻度 よく利用する：８１％
2 日常的な利用曜日 平日利用者：３８％、休日利用者：１８％、平休利用

者４４％
3 集中工事実施の理解度 ８９％が知っていたと回答。
4 集中工事条件に関する理解度 日時：７５％、工事区間：７２％、終日通行止区間：５

９％、通行止出入口：５０％、工事内容：２４％が認
5 集中工事を認知した広報媒体
（広報媒体の印象度）

横断幕：１９％、ラジオCM：１２％、立て看板：１２％、
垂れ幕：１１％の順

6 広報掲載内容への意見 今のままでいい：８２％、回数を増やすべき：１３％
7 今後の工事方法への意見 通行止で良い：６４％、車線規制がいい：２５％
8 集中工事で受けた影響の度合い支障がなかった：３２％、相当支障があった：１２％
9 集中工事中の名古屋高速の利
用予定

利用する予定があった：７４％

10
集中工事中の利用行動目的

商談・打合せ：３６％、出勤：１６％、貨物輸送：１
４％、観光：７％

11集中工事中の利用曜日 通常とほぼ同じ分布（質問２より）
12集中工事中の起点終点の変化 出発地点・目的地点ともに名古屋市内が約４５％
13集中工事中に利用した経路 名古屋高速：４４％、東名阪自動車道：１５％、高速

道路を使わず迂回：２８％、行動取りやめ+公共交通
利用：５％

14集中工事中に利用した高速道路
区間

【入口】名古屋高速大高線：２０％、東名阪自動車道
亀山IC～名古屋西IC間：１６％、名古屋高速都心環
状線：１２％の順
【出口】名古屋高速都心環状線・大高線：１５％、東
名阪自動車道亀山IC～名古屋西IC間：１３％、名古
屋高速小牧線：１１％の順

15集中工事中に利用した街路 国道３０２号：１２％、岩塚本通・畑江通：１１％、国道
２３号：９％

16自由意見 工事期間に関する質問：３５％
広報・情報提供に関する質問：２１％

質問

 
 
（３）集中工事期間中の利用経路 
図-４は,質問13の調査結果を示しており, 約44%

の利用者が,通行止されていない名古屋高速道路へ

迂回していることに対し,他の近接した高速道路(東
名阪自動車道・伊勢湾岸自動車道・名神高速道路)
へ迂回している利用者は 25%程度にすぎない.これ

は,質問 No.12 の調査から,日常の名古屋高速道路利

用者の約 45％が名古屋市内の内内トリップである

こと及び質問 No.10 の調査から,約 50％強の利用者

が所要時間の短縮を重視する職務上の利用であるこ

となどが原因で,集中工事実施中にも関わらず,名古

屋高速道路の利用者が多かったと考えられる. 
 また,「公共交通機関を利用した」又は「予定して

いた行動そのものを取りやめた」と回答した割合が

合計して５％程度あった.これら 2 つの交通行動の

割合を「行動変更率」と定義する.「行動変更率」は

自動車ODの出発地及び目的地によって変わってく

る値ではあるが,交通需要そのものが減少している

ことは集中工事実施時の道路交通状況に大きな影響

を及ぼすと考えられる.今後,「行動変更率」の推定

が可能となれば,将来的に実施される集中工事実施

時の道路交通状況の評価において, 推定精度の向上

が期待できる. 
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図―４ 集中工事期間中の利用経路 
 

４．将来的な集中工事時の道路交通状況の評価 

 集中工事実施時の通行止規制は,道路ネットワー

ク全体へ大きな影響を及ぼすと考えられる.そこで,

将来的に実施される集中工事における道路交通状態

の検討をしていくため,利用者均衡配分モデルによ

る集中工事時の道路交通状況の評価について考察す

る.具体的には,集中工事実施時の名古屋圏道路ネッ

トワーク状況を再現し,自動車交通需要の「行動変更

率」を考慮した交通量推計方法について考察する. 

(1) 交通実態調査 

 交通実態調査は,集中工事前後の交通状況変化の

把握を目的として実施された調査である.本研究で

は,道路交通状況の評価の推定精度を確認するため,

以下に示すトラフィックカウンターデータ,交差点

調査,走行調査から入手した実績値を用いる. 

トラフィックカウンターデータは,車両検知器を

用いて名古屋高速道路・東名阪自動車道・伊勢湾岸

自動車道のオン・オフランプの時間帯別に計測され

た実績交通量である.名古屋高速道路のみならず,迂

回が想定される高速道路の交通状況変化も把握する

ために行ったものである. 

交差点調査は,通行止区間周辺の一般街路の交差

点や混雑予想箇所付近を対象として,時間帯別に交

通量を計測したもので,三重県域から流入する交通

を考慮した木曽川断面,および混雑箇所と万場線直

下を考慮した名古屋２環（国道３０２号）断面上で

行ったものである. 

走行調査は,交通量調査ではわからない交通混雑

箇所把握のために混雑箇所,迂回ルートを対象とし

て時間帯別に混雑推計箇所の通過時間および旅行速



度を計測したものである. 

（２）交通量推計方法 

 本研究では,著者らが既存研究 4)で開発した高速

道路転換率を内性化した時間帯別利用者均衡配分モ

デルを用いて交通量推計を行う.その中で配分モデ

ルは,式(1),(2)のような数理最適化問題の均衡解 5）

に特性を利用して定式化されている. 

  交通実態調査は,1時間単位で調査されていること

から,時間帯別の交通量推計を考察していく.また,集
中工事による通行止は,終日期間であることから,式
(1)の 4 項目を取り除いた日単位の交通量推計につ

いても考察していく. 
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ここで, 

  ：リンクaのリンク交通量 x
  (･)：リンクaのリンクコスト関数 t
   ：Q  に対する経路kの経路交通量 en

rsf
     ：Q に対する経路kの経路交通量 an

rs
f

     ：(1:リンクaが高速道路を含む経路kに含ま

れるとき, 0:そうでないとき) 

en
akδ

     ：(1:リンクaが一般道路のみの経路kに含ま

れるとき, 0:そうでないとき) 

anr
akδ

    ：ｎ時間帯に発生するODペアrs間でのＯＤ交

通量 

nG

rsθ , rsψ : 式(2)で定まるパラメータ 

a , ：平均所要時間パラメータで最適化問題におい

ては,予め設定された定数として与えられる 

b

 

 

５．まとめ 

本研究は,名古屋高速道路公社の協力を得て,平

成 14 年度名古屋高速道路万場線上り線の集中工事

に関するアンケート結果を基に,利用者の意識調査

結果を考察した．その中で,集中工事を実施していな

い日常の利用状況,集中工事実施中の利用状況,広報

活動,利用者意識及び交通行動について集計結果の

分析をおこなった. 

さらに,将来的な集中工事時の道路交通状況の評

価について,自動車交通需要の「行動変化率」を考慮

した交通量推計方法を考察した.その中で,高速道路

転換率を内性化した時間帯別利用者均衡配分モデル

を利用した方法を示した. 本論文では,適用事例と

して配分モデルを用いた道路交通状況の評価までに

は至ってないが,発表時にその適用事例及び交通実

態調査によって得られた実績値との精度比較を報告

する予定である. 

最後に,本研究において,名古屋高速道路公社,

名古屋高速道路協会, ㈱オリエンタルコンサルタ

ンツより多大な協力を得ました.ここに感謝の意

を表します. 
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